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1 . は じめ に

近年 ､ 語学教育､ 異文化間理解教育､ 言語技能教育など､ いわ ゆる コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

教育の積極的な取 り組 みが 多く の大学で実施 されて い る. しか し､ その
一 方で 大学教育に

お ける コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン教育 の具体的な内容や方法に つ い て ､ 確立 した もの は できあが

っ て い ない の が 現状 あ る｡

語や非言語媒体を通 して
､

の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン は ､

簡単に は定義が でき な い
｡

コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン とは 岡部 (1 9 9 8) に よると ｢ 人間同士 が言

知 ､ 情､ 意の 側面を伝達 しあう相互作用を総称す るも の と して

そ の 見方 に よ っ て い ろ い ろな定義が可能で ある｡ + ( 注 1 ) で ､

しか し
､ 大学生 に求められ る コ ミ ュ ニ ケ

ー

シ ョ ン能力と は
､

課

題探求能力や問題解決能力 の
一

部と考 えられ教科や分野を限定 しない多角的な視座 を持た

なければならな い もの で あろう｡ 従 っ て大学にお ける コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン教育は､ 大学教

育の基礎的な部分と して 1 ･ 2 年次で教育され るほうが望ま しい と考 える｡ また ､

一

大学と

いう枠 の 中だけで なく ､ 他大学と の共同授業 の 中や大学 を取 り巻く地域と の接触 の 中で行

なう こ とも教育効果が あると考え られ る｡

本稿で は , 今年度に実施 した講義､
｢ 日本語教育入門 B + にお ける秋 田大学と の合同合宿

を紹介し､ 大学 における コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン教育に つ い て考察を行 なう｡

2 .
コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン教育に つ い て - そ の背景
一

本稿で紹介す る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン教育の 出発点は ､ 留学生 に対す る日本事情教育で あ

っ た｡ 留学生対象科 目と して の 日本事情教育は ､ 昭和 3 7 年 の 文部省令等が発端で あると言

われて い るが ( 注 2) 各大学 の留学教育の担当者が さま ざまな試行錯誤や 工夫の もと に実施

されてきた ｡

初期 の こ ろは ､ 日本 の歴史や歌舞伎 ､ 能 ､ 華道 ･ 茶道 と い っ た 日本 の伝統的な文化 に つ

い て知識 を与 える形式で講義す るも の で あ っ たが
､

1 9 9 0 年頃から各大学 の 日本事情担当教

員は現代日本社会 の政治的 ･ 経済的 しくみや 日本人 の 思考 の方法に つ い て ､ 時に は 日本人

学生 を授業に招き ､ 日本人学生を人的リ ソ ー ス (注 3) と して活用する こ とで
､
授業を行 な

っ た ｡ さらに 1 9 9 5 年頃からは ､ 日本文化 にと どま らず ､
｢ さま ざまな文化 を学生自身が主

体的か つ 客観的に認識す るため+ の 授業実践が い ろい ろな大学で始ま っ た｡
こ の 段階にお

い て留学生対象 の 講義では なくなり ､ 日本人学生も含めたす べ て の 学生対象 の 講義 とな っ

た ｡ 講義科目名 も ｢ 日本事情+ と い う語句が少なくなり
､

｢ 異文化 コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン+ を
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は じめとする ｢異文化+ ｢ 多文化+ が キ
ー ワ ー

ドとな っ た ｡ ( 注 4) また ､ 授業 の進 め方もデ

ィ ス カ ッ シ ョ ンやデ ィ ベ ー

ト､
ロ ー ル プ レ イ ､ 共同作業などグル

ー プ活動が取り込まれた｡

グル ー プ活動を取り込んだ理由と して ､ 授業参加者が今ま で育 っ てきた環境､ 習慣 ､ 価

値観等 を再認識 し､ 同時に今まで 育 っ てき た環境､ 習慣､ 価値観等を再認識 し今まで自分

が所属 してきた文化とは異なる文化 に対す る気づ きや異なる文化に対する自分 の態度や行

動 の意識化 で あ っ た ｡ こ の 意識化は知識 レ ベ ル で わ か っ て い てもなかなか態度や行動と は

連動せず ､ 体験学習を行なう こ とで学生 自身が認識 できると言われ て い る｡ ( 注 5)

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン教育の本来 の流れは ､ 急速なグ ロ ー バ ル 化に対する異文化理解教育

や ア メ リ カ の大学で 1 9 6 0 年頃より取り組まれ始めた ｢ 協同学習+ に由来すると考え られ る｡

( 注 6) グ ロ
ー バ ル 化が進み ､ 環境破壊 ､ 地球温暖化 ､ 世界的飢餓 ､ 国際的なテ ロ リズ ム な

ど の 問題は国家の 枠を超 えず には解決できな い 問題 で ある｡ D . W .
ジ ョ ン ソ ン他 (2 0 0 1) で

は
､

｢学生が学ぶ べ き こ とは相互依存関係 の 管理能力で あり
､ 多様な国家や文化か らなる

『強調的』 シ ス テ ム の なかで の 対立 を解決す る能力で あり ､ 急激な変化 - の適応能力+ で

あ ると主張 して い る｡ そ して
､

｢協同学習+ の基本要素と して
､

1 . 互恵的な相互依存性 ､
2 .

学生同士が顔 を合 わせ て行 なう励ま しあい
､

3 . 個人 の ア カウ ン タ ビ リテ イ ( 自分の 行動を

説明す る責任) ､
4 . 対人 ･ 対集団に対す る能力(社会的技能) ､ 5 . 協同活動評価 (p r o c e s s i n g)

の 5 要素をあげて い る｡ (注 7) 対人 ･ 対集団に対する社会的技能とは
､･ リ

ー ダ ー シ ッ プ
､

意思決定
､ 問題処理な どを行なう能力とそ の 前提 と して さま ざまな コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン能

力が 考え られ る｡ そ して
､

大学にお ける コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 教育 は ､ ま さに ､ 対人 ･ 対集

団に対する社会的技能を養成するため の 教育で あると言える｡ 留学生教育で ある 日本語 ･

日本事情教育が拡張 し留学生 ､ 日本人学生等と い っ た 区別 を行 なわ ない コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ

ン教育 - の流れに つ い て は ､ 日本事情科目担当者 の 多くが 日本語教育関係者で あ っ たた め

文化を教えず言葉 を中心 に教えて い る と い う批判もある｡ ( 注 8) 文化 とは何かに つ い て の

議論は非常に難 し い 問題で あるた め大学教育にお ける文化 に関する教育等 に関する議論は

別 の機会に考察を試みた い が
､ 日本事情教育か ら多文化理解教育 ､

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン教

育 - と拡大 してきた流れが現実に存在 して い る こ とは事実で ある｡

3
.

｢ 日本語教育入門 B + にお ける コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン教育の位置付け

｢ 日本語教育入門 B + は前期 の ｢ 日本語教育入門 A + と合わ せて設定された講義で ､ 外

国語 と して の 日本語 とは どうい う言語か ､ また日本語 を外国語 と して非日本語話者に教え

ると い うこ とは どうい うこ と なの か
､

に つ い てテ
ー

マ に し て い る｡ 前期 の ｢ 日本語教育入

門 A + は外国語 として の 日本語 を考えることを中心に ､ 後期の ｢ 日本語教育入門 B + は

日本語を教 える こ と に つ い て ｢ 行動+ をキ
ー

ワ
ー

ドに進めて い る｡ 戦前 の 日本語教育の よ

うな同化政策的 な傾 向は ない に しても ､ 近年 の 急速 なグ ロ
ー バ ル 化 は ｢ 一 方で世界 の 共通

化 ､ 普遍化 ぺ の 動き と (実際 どれ ほ どそうな っ て い るか と い う事実関係 は別 に して) ､ 同時

に ､ もう
一

方で自分たち の伝統的な文化 を改めて遵守 しようとする個別化 - の 動きと いう

ー
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い わば逆方向 の動き の 同時進行状態で ある+ ( 注 9) と言える の で
､

｢ 言葉 を教 え る+ と いう

意味と､
｢人と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン をとる+ とい うこ とを重視して講義を行な っ てきた｡ 合

宿を本講義に組み込んだの は 昨年度か らで あるが
､ 合宿 の 実施は 1 9 9 5 年 から筆者 の 前任者

が始 め ､ 複数大学間 の留学生と日本人学生さらに社会人入学の学生等も参加 し､ さまざま

な形で年 に 1 回実施されてきたもの で ある｡ ( 注 1 0)

昨年度までは ､ 自分と異なる文化状況 の 体験 を通 して自分たち の 文化や社会 を再認識す

ると い う こ とを中心 に活動 を行な っ てき たが
､ 今年度 は ､ さま ざまな人 と コ ミ ュ ニ ケ

ー

シ

ョ ン を取 る際 ､ 自分に は ど の ような コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン能力が ある の か ､ ある い は不足 し

て い る の か ､ に つ い て の意識 を高め る こ とを 中心に活動を進めた ｡

4 . 合宿に つ い て

4
-

1 . 合宿 の流れ

合宿は 2 0 01 年 1 1 月 2 2 日か ら 2 4 日まで の 3 日間 ､ 連休 を利用 して 国立岩 手山青年 の 家

で行な っ た｡ 参加者は新潟大学 28 名l( 内日本人学生 1 0 名､ 中国帰国生 2 名 ､ 留学生 1 6 名) ､

秋 田大学 2 9 名 ( 内日本人学生 1 7 名 ､ 留学生 1 2 名) 教員に つ い て は ､ 新潟大学が筆者 と ｢ 日

本語教育入門 A + 担当 の 池田英喜教員 の 2 名 ､ 秋 田大学側 は ､ 講義 ｢ 日本事情 2 + 担当教

員 1 名 ､ 協力教員 2 名l であ っ た ｡ ( 注 1 1)

合宿の実施概要は以下 の とおりで ある｡

合宿前 : ア ン ケ ー ト 1 ( 事前個人評価)

1 日目 : 1 5 : 3 0
-

1 8 : 0 0 -

1 9 : 3 0
-

2 日目 : 9 : 0 0
-

1 9 : 3 0
-

2 0 : 3 0
-

3 日 目 : 9 : 0 0 -

入所式 ･ アイ ス ブ レ
ー

キ ン グ ( 自己紹介ゲ ー ム など)

夕食 ･ 入浴 ･ ベ ッ ドメ
-

キ ン グ

グル ー プ活動 ( グル ー プは教師が決める)

グル ー プ名 を決 め る

もの 作り( グル ー プ を象徴す る ようなも の を､ 紙テ
ー プ､ 色紙 ､

紐 など決め られた材料で作品作 り)

ア ン ケ ー ト2 (作業後グ ル
ー プ評価)

ビデオ ス キ ッ ト作成

( テ
ー

マ と条件 を決 めて ス キ ッ トを作成 し､ ビデオ撮りす る)

( 発表会 - 上映会 ､ を実施す る｡
1 位は表彰｡ そ の他各賞あり

｡)

発表会

投票 , 発表､ 表彰

グル ー プ に よる振 り返 り

ア ン ケ
ー ト 3

l l : 0 0 一

掃掃及び解散

グル ー プは ､ 秋 田大学 ､ 新潟大学 ､ 留学生 ､ 日本人学生 ､ 男性 ､ 女性等は バ ラ ン ス よく

-
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集まる ことができるようにあらか じめ教員の ほうで ､ グル
ー プ分けを行な っ た｡ よ っ て ､

学生た ちにと っ て は ほとん ど知らな い学生た ちが集ま っ て構成されて い るグル ー

プで ある ｡

4 - 2 . ア ン ケ
ー

ト の 内容

ア ンケ ー トは 3 種類 の もの を実施 した｡ 内容は以下 の とおりで ある0 (なお ､ 実施 したア

ン ケ
ー

トは参考資料と して本稿 の最後に載せ て ある｡ )

①ア ン ケ
ー

ト 1 1 . 共同作業にと っ て必要な要素 ( キ ー ワ ー

ド回答)

2 . 共同作業に必要な技能 ､ 態度 の 自己評価 (5 段階尺度)

②ア ン ケ ー ト 2 1 回目の 作業の全体評価 (1 0 点評価と コ メ ン ト)

③ア ン ケ
ー

ト 3 合宿参加 の 効果 ( エ ア ン ケ
-

ト 1 の 2 と同尺度)

内容 に つ い て は
､ 実施前に 秋 田大学 の 担当教員 と十分 に話 しあ っ て作成 した ｡ ア ン ケ

ー

ト 1 で は
､

共 同作業を行なう前 の 学生 の漠然 と した 意識と学生 自身が考 え て い る自分 の コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン能力に つ い て たずねた｡ また
､

ア ン ケ
ー ト2 で は ､ 簡単な共同作業を実

施 して みた後 に
､

学生 たちに実際行な っ た こ とに関する振り返 り を促すも の と し て
､

さら

に ､
ア ン ケ ー

ト 3 で は ､ す べ て の共同作業が終わ り 1 晩経過 した後 に ､ 学生 た ちが共同作

業 を行 な っ て どの ような コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン能力 を身に つ ける こ とが で きた か をき い て み

た｡

4
-

3 . ア ン ケ
ー ト結果

ア ン ケ
ー

トの結果 の概略は以下 の とお りで あ っ た . (注 1 2)

ア ン ケ ー ト1 :

( キ ー ワ ー

ド) 1 位 協力 2 位 意見を聞く 3 位 意見を出す

( 自己評価)

【評価尺度上位 の もの】 意見を聞く 協力 役割遂行

【評価尺度下位の もの】 建設的意見 を述 べ る 客観的な他者評価 役割分担

ア ン ケ ー

ト 2 : 時間配分､ リ ー ダ ー シ ッ プの 重要性 に つ い て記述が増 えた

ア ン ケ
ー ト3 : (合宿後評価)

【評価尺 度上位 の もの】 協力 役割遂行 意見を聞く

【評価尺度下位の もの】 仕事に必要な知識 を得る 建設的意見を述 べ る 計画をたてる

学生たちは
､
合宿前､ 合宿後 の す べ て を通 して ｢ 協力+ が重要なポイ ン トで あると考 え､

ま た自分 自身 ｢ 協力+ する こ とが ある程度できた と自己評価 して い る｡ そ の
一

方で ､ ア ン

ケ
ー

ト 3 の結果か ら ｢ 建設的な意見 を述 べ る+ ､
｢ 役割分担+ ､

｢ 計画 をたて る+ と い うこ と

に つ い て は不十分で あると評価 して い る ｡ さらに ､ 共同作業では ､ 全く何もな い ところか

ら紙テ
ー

プや色紙などを利用 して ある コ ン セ プ トの もとに自由作品を作 っ た り
､

ある条件

の もと に シ ナ リオ を作り シ ナ リオ どお り に演 じ ビデオ に撮影 した りと い っ た ､
いわゆる物

事を創造す るため の技術 ( ア ン ケ
ー

トで は仕事 に必要な知識) の不十分さもあげて い る｡

-
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こ の 結果 か ら見ると
､

学生た ちは ､

一

つ の 目的に 向か っ て 共同作業をす る時 ､ 建設的意

見を述 べ
､ 計画 をたて ､ さらにリ ー ダ ー

シ ッ プ をと る こ と の 難 しさを体験 した と言え る｡

合宿彼 の授 業で も ､ 口 々 に知らな い人たちと い ろい ろ話 しを しなが ら共同作業を行なう難

しさを指摘す る声が多く あが っ て い た｡
つ ま り ､ 学生た ちは ､ グル ー プ活動で ｢ 協力す る+

こ とが重要で あ ると頭で はわ か っ て い て も ､ ど の ように リ
ー ダ ー シ ッ プ をと り意見を言う

べ きな の か ､ そ の ス キ ル の 部分を十分持 っ て い ない と言 える｡

5
. 合宿及び コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン教育の今後 の課題

合宿 に関 して は過去数年 の 蓄積 が ある にも関わらず ､ 共同作業 中に教員 が学生た ちと ど

の ような関わり方 をす べ きな の か ､ ア ン ケ ー ト の実施方法 ･ 内容 に関す る実証 ､ ア ン ケ
ー

ト分析法 など今後 の課題と して さまざまな ことが残 されて い る｡

数年 の合宿指導経験か らわか っ てきた こ とは ､ す で に述 べ たが ､ 知識だけで体験 の 伴わ

な い教育で は自己 の行動 に対す る客観的な認識 はできな い と い うこ と で ある｡ また ､
コ ミ

ュ ニ ケ
ー シ ョ ン 教育は ､ グル ー プ活動 をして い く中で 自分が グル

ー

プ 内で ど の ような役割

がで きるか を認識 し
､

とき には グル ー プの リ ー ダ ー シ ッ プをとり ､ とき には グル
ー プの 目

的遂行 の た め に強調的な態度をと ると い っ た柔軟な行動が でき るか どうか ､ ま た ､ そ の 柔

軟な行動 の た めに ど の ような コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン をグ ル ー プ内で とれ るか ､ と い っ た こ と

に学生 た ちが気づき ､ 自律的に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を伴 っ た行動 をと る こ と が できる かと

い うことが 最終目的になる ｡ セ ル フ コ ン トロ ー ル というと少 し大げさな気もするが ､ 状況

に柔軟に対応 でき る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン をとれ る ス キ ル を ど の程度 ､ 大学教育で行なえ る

の か
､ 教育内容 の枠組み作りが コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン 教育の大きな課題で あると い え る｡

ま た ､
コ ミ ュ ニ ケ

ー シ ョ ン ス キ ル の 習得と同時に行動面 ､ 認知面 の 教育的指導も合 わ せ

て行 なわなけれ ば､ 単なる 口先だけ の言語技術習得の技術習得の ため の 学習にな っ て しま

う の で
､

コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン教育 の 学際的な共同研究お よび テ ィ
ー ム テ ィ

ー チ ン グの 具体

的な方法 の 開発も急を要す る課題 である｡

* 本稿は平成 1 3 年度科学研究費補助金基盤研 究 ( c ) ( 1 ) ｢大学にお ける コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン 教育の総合的研究+ (課題番号 1 2 6 8 0 3 0 3) の
一

部で ある｡

( 注)

(注 1 ) 岡部 (1 9 9 8) p . 2 3

( 注 2 ) 長谷川 (1 9 9 9) p . 9

( 注 3 ) リ ソ
ー

ス とは学習す るた め に使用する素材 の こ と を言う｡ 日本語教育で は ､ 同

じ コ
ー

ス で学習す る学習仲間､ 日本人 の 友人 ､ 外 国人 の 仲間な どさま ざま な人

間が人的な学習リ ソ ー ス となりうる｡ 人的リソ
ー ス 以外 に物的リ ソ

ー

ス や社会

的リ ソ ー

ス が ある｡
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(注 4 )

( 注 5 )

( 注 6 )

足立他 (2 0 0 1) p . 4 3

横田 (1 9 9 8) p . 5 6

D . W ジ ョ ン ソ ン他 ( 2 0 0 1) で は ､
｢ 協同+ と い う用語 を使用 して い る｡

( 注 7 ) 同上 p p . 3 2 - 3 3

( 注 8 ) 川上 (1 9 99) p .1 8
,

1 . 10
, 川上 (2 0 0 1) p .2 8

( 注 9 ) 住原他 (2 0 0 1) p . 9

( 注 1 0 ) 複数大学 の合同合宿は 1 9 9 8 年か ら始 められた ｡ 詳 しく は土屋 (1 9 9 9) 及 び土屋

(2 0 0 0) 参照｡

( 注 1 1 ) 合宿 に参加 した教員は ､ 筆者及び池田英喜 ､ 宮本律子 ､ 中島浩 二 ､ 松岡洋子氏

で ､ 全員 ､ 科学研究費補助金 (基盤研究 ( c ) ( 1)) ｢ 大学にお ける コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン教育 の 総合的研究+ 代表 ･

足 立祐子 の研究分担者お よび研究協力者 で あ

る｡

( 注 1 2 ) ア ン ケ ー

ト の分析 は松岡洋子氏が分析 した資料を利用 した｡ 詳 しい 分析は ､ 2 0 0 2

年 6 月 に開催される異文化 間教育学会第 2 3 回大会で足 立 ･ 松岡 の 共同で発表予

定｡

参考文献

足立祐子 ･ 押谷祐子 ･ 土屋千尋 (2 0 0 1) ｢ コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン体験 の場と して の 多文化 クラ

ス+ 第 1 2 回日本語教育連絡会議報告発表論文集

第 1 2 回日本語教育連絡会議事務局( ライ デン 大学)

岡部朗
-

(1 9 9 8) 石井敏 ･ 岡部朗
-

･ 久米昭元著 『異文化 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン』

有斐閣選書

川 上郁雄 (1 9 9 9) ｢ 『日本事情』 教育にお ける文化 の 問題+ 『21 世紀 の 日本事情』

く ろ しお 出版

川上郁雄 (2 0 0 1) ｢ 言語と文化 の 教育そ して 日本事情+ 2 0 01 年度 日本語教育学会秋季大会

予稿集

住原則也他 (2 0 0 1) ｢ 異文化 の学 びかた ･ 描きか た+ 世界思想社

土屋千尋他 (1 9 9 9) ｢ 多文化ク ラ ス の 大学間お よび地域相互交流 プ ロ ジ ェ ク ト の 実施 と評価

に関す る研究+ 平成 9 年科学研究費補助金基盤研究 ( c ) ( 1 )

中間報告書 (研究代表土屋千尋)

土屋千尋他 (2 0 0 0) ｢ 多文化ク ラ ス の大学間お よび地域相互交流プ ロ ジ ェ ク トの 実施と評価

に関する研究+ 平成 9
-

1 1 年科学研究費補助金基盤研究 ( c ) ( 1 )

研究成果報告書 (研究代表土屋千尋)

D . W ジ ョ ン ソ ン ･ R . T . ジ ョ ン ソ ン K . . A .
ス ミ ス / 関口

一

彦監訳 (2 0 0 1) 『学生参加型 の 大学

授業
一

協 同学習 - の実践ガイ ド
ー 』 玉川大学出版部
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(参考資料)

ア ンケ ー ト1

こ の 合宿 は大学 の 中の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン教育に 関す る研究 の
一

環で もあり ます. 今後

の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン教育の改善 の ため に ､ 受講生 の考 えを聞きた い の で ､ 次の 質問に答

えてくださ い ｡ 合宿後の 変化もみたい の で ､ なまえを記入 してくださ い ｡

なまえ

Ⅰ . い ろ い ろな人と い っ し ょ に何 かを作 り上 げる時 ､ どん な こ とが大切 ( たい せ つ) だと

思 い ますか
.
キ

ー

ワ
ー ド ( 単語 K e y w a r d) また は短文(たん ぶん s h o r t S e n t e n c e) で答 えてく

ださ い
｡

｢愛 ( あい) + や ｢友情 ( ゆう じ ょう)+ な どの漠然 ( ばくぜん) と したも の では な

く具体的 ( ぐたい てき) に書い てくださ い ( 3 - 5 つ) 0

-
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( ア ン ケ ー ト 1 続き)

なま え

II .
い ろ い ろな人と

一 緒に何か を作り上 げる時 ､ 下にある項目 に つ い て ､ あなた は どの ぐ

ら い できますか ｡
｢ でき る+ ( 5 ) - ｢ できな い+ ( 1 ) ま で の 中で

､
あて はま る数字に○ を

つ けてくだ さ い ｡

(例)

人の 意見を聞く でき る◎
･ - 4 ･ ･ ･ 3 ･ ･ ･ 2 ･ - 1 できな い

A . 人 の 意見を聞く 5 ･ ･ ･ 4 ･ ･ ･ 3 ･ ･ ･ 2 ･ ･ ･ 1

B . 自分 の意見を言う 5 ･ ･ ･ 4 ･ ･ ･ 3 ･ ･ ･ 2 ･ ･ ･ 1

C . い ろ, い ろな意見 を聞き ､ 比較 ･ 判断 し

て グル
ー プと して の統 一 見解を出す

5 ･ ･ ･ 4 ･ ･ ･ 3 ･ ･
･ 2 ･ ･ ･ 1

D . グル
ー

プ の 中で の それぞれ の役割 を考

える
･ 5 ･ ･ ･ 4 ･ ･ ･ 3 ･ ･ ･ 2 ･ ･ ･ 1

E . 建設的 (生産的) な意見を出す 5
･ ･ ･ 4 ･ ･ ･ 3 ･ ･ ･ 2 ･ ･ ･ 1

F . 自分に与え られた役割 を果たす 5 ･ ･ ･ 4 ･ ･ ･ 3 ･ ･ ･ 2 ･ ･ ･ 1

G . 計画をた てて仕事を進 める 5 ･ ･ ･ 4 ･ ･ ･ 3 ･ ･ ･ 2 ･ ･ ･ 1

H . 協力 して仕事 を進め る 5 ･ ･ ･ 4‾ ･ ･ ･ 3 ･ ･ ･ 2 ･ ･ ･ 1

Ⅰ. メ ン バ ー の 仕事 を客観的に評価する 5 ･ ･ ･ 4 ･ ･ ･ 3 ･ ･ ･ 2 ･ ･ ･ 1

a . 仕事 が完了 した とき ､ メ ン バ ー の 作業

を好意的に評価す る
5 ･ ･ ･ 4 ･ ･ ･ 3 ･ ･ ･ 2 ･ ･ ･ 1

汰. 仕事に必要な知識 を集め る 5 ･ ･ ･ 4 ･ ･ ･ 3 ･ ･ ･ 2 ･ ･ ･ 1

L . 制限時間内に仕事を完成させ る 5 ･ ･ ･ 4 ･ ･ ･ 3 ･ ･ ･ 2 ･ ･ ･ 1

M . 満足 の い く結果が 出るまで作業する 5 ･ ･ ･ 4 ･ ･ ･ 3 ･ ･ ･ 2 ･ ･ ･ 1

N . 丁 寧に作業する 5 ･ ･ ･ 4 ･ ･ ･ 3 ･ ･ ･ 2 ･ ･ ･ 1

0 . 出来上が っ た作品を客観的･に評価す る 5 ･ ･ ･ 4 ･ ･ ･ 3 ･ ･
･ 2 ･

･ ･ 1
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ア ンケ ー ト 2

なまえ

1 . 今の 共同作業 ( き ょ うどうさぎ ょう) で 自分 の グル ー プの チ
ー ム ワ

ー

クに何点 つ けま

すか｡ ( 1 0 点満点 ､ 以下同 じ)

点

満点 ( ま んて ん) で ない場合 ､ 減点 ( げん てん) した理 由

2 . 今 の 作業で
､

あなたは 自分 の役割 ( やくわり) を じ ゆうぶん に果 ( は) た しま したか｡

点

満点で ない場合､ 減点 ( げん てん) した理由

3 . 今 の 作業 で ､ あなた は他 の メ ン バ ー

に必要 ( ひ つ よう) な協力 ( き ょ うり ょく) を じ

ゆうぶん して あげられましたか ｡

点

満点で ない場合 ､ 減点 ( げんてん) した 理由

4 . 共同作業 ( - チ
ー ム活動か つ どう) の 成果 ( せ い か) を よ りあげるた めに気 を つ けた

ほうが よ い と思う こ とは なん です か｡ 箇条書き ( か じ ょうがき) で 書い てく ださ い
｡
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ア ン ケ ー ト 3

なまえ
が っ しゆく き ょう

Ⅱ . 合 宿 の 共 苗搾鮎 凱 て
､ 下に

聖繕
b

p

'

に - い て ､ あなたは ど の ぐら い で
詑まが っ し ゆくまえ

うになりま したか ｡
｢ 合 宿 前 とく ら べ て 大 変 よく でき るようにな っ た+ ( 5) か ら ｢ 合 宿

まえ す う じ

前 とく ら べ てぜ んぜ んできなくな っ た+ ( 1) まで の 中で ､ 自分に あて はま る数字に○ を つ

けてくださ い
｡

がっ しゆ くまえ

合 宿 前 とく ら べ て

大変よくでき るようにな っ た ‥ . 5 少 しできる ようにな っ た ･

. ‥ ‥ 4

変わ りない - - 3 あ まりできなくな っ た ･ - - 2 全然できなく な っ た
- ･ - ･ 1

A . 人 の岩塩を轟く 5 ･ ･ ･ 4 ･ ･ ･ 3 ･ ･ ･ 2 ･ ･ ･ 1

B . 自分 の岩塩を言う
L･ ＼

5 ･
･ ･ 4 ･ ･ ･ 3 ･ ･ ･ 2 ･ ･ ･ 1

c . い ろい ろな嵩境を轟き ､ 搬 ･ 判断して

グル ー プと して の読= 覧範を岳す
5 ･ ･ ･ 4 ･ ･ ･ 3 ･ ･ ･ 2 ･ ･ ･ 1

D . グ ル ー プの 中で の それぞれ の養割を考 え

る
5 ･ ･ ･ 4 ･ ･ ･ 3 ･ ･ ･ 2 ･ ･ ･ 1

E . 蓮叢試(茎産軌 な岩塩を晶す 5 ･ ･ ･ 4 ･ ･ ･ 3 ･ ･ ･ 2 ･ ･ ･ 1

F . 自分に与えられた教範を果たす
あた は

5 ･ ･ ･ 4 ･ ･ ･ 3 ･ ･ ･ 2 ･ ･ ･ 1

G . 許窟をた て て 膳 を窪め る 5 ･ ･ ･ 4 ･ ･ ･ 3 ･ ･ ･ 2 ･ ･ ･ 1

H .

%

@
”

A
'

して左巻を蓬め る 5 ･ ･ ･ 4 ･ ･ ･ 3 ･ ･ ･ 2 ･ ･ ･ 1

Ⅰ. メ ン バ
ー

の 膳 を箸箇鼠こ詳揺する 5 ･ ･ ･ 4 ･ ･ ･ 3 ･ ･
･ 2 ･ ･ ･ 1

a . 騰 が篭
り

デしたときメ ン バ ー の搾襲を

窟蔀ち草子
5 ･ ･ ･ 4 ･ ･ ･ 3 ･ ･ ･ 2 ･ ･ ･ 1

K 膳 に岩室な克韻を袈め る 5 ･ ･ ･ 4 ･ ･ ･ 3 ･ ･ ･ 2 ･ ･ ･ 1

L . 執殻蒔尚韻に 膳 を莞鼓させる 5 ･ ･ ･ 4 ･ ･ ･ 3 ･ ･ ･ 2 ･ ･ ･ 1

M . 論定の い く鈷某が盛るまで搾尭する 5 ･ ･ ･ 4 ･ ･ ･ 3 ･ ･ ･ 2 ･ ･ ･ 1

N . て い ねい に搾尭する 5 ･ ･ ･ 4 ･ ･ ･ 3 ･ ･ ･ 2 ･ ･ ･ 1

o . できあが っ た維嵩を箸蔵儲に詳成す る 5 - ･ ･ 4 ･ ･ ･ 3 ･ ･ ･ 2 ･ ･ ･ 1

-
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